
 

 

 

 

 

 

カルビーは、2010 年 4 月に

部門やグループを超えたメンバ

ー15 名で構成された「ダイバー

シティ委員会」を設置しました。  

従業員の約半数にのぼる「女

性」の活躍推進に着目し、さまざ

まな活動を通して社内の意識改

革を行っていこうというのがそ

のねらいでした。 

カルビーが目指す「ダイバーシ

ティが進んだ姿」（ビジョン）とは、

『どの職域でも、いろんな人が「イ

キイキ」と働いており、一人ひと

りが成長することで 、カルビーも

成長している状態』です。「女性の

活躍推進」というのは、その夢を

目指すための通過点の1つであり、

グループ女性管理職比率 40％以

上を中長期ビジョンとして掲げて

います。 

ダイバーシティ活動推進ロゴマークには、どん

な小さな場面でも、私たち全員が自ら、「ハイッ！」

と手を挙げられるようになれば多様性は加速する、

という思いが込められています。2011 年には、

全国から約 400 名（男：女＝4：6）の従業員が

集まってのフォーラムや、各地でミニイベントが延べ 27 回開催されました。 

■イベント例 

 

 

 

 女性の社会進出とその活躍の可能性を広げるチャレンジに関心が寄せられています。 

資料番号：1-20-5 出所：カルビー株式会社： http://www.calbee.co.jp/csr/social/employee.html#01 

社内から実践する社会志向 

～ カルビーのダイバーシティ活動 ～ 

「育児勤務者交流会」（下妻工場）…悩みや不安についての話し合い 

「楽しくイキイキと働くための時間づくり」（中四国支店）…営業部門女性体験談 

「グローバルダイバーシティＭＴ」（本社）…外国籍従業員との異文化交流 

 


